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廃止措置で実施する除染，解体及び廃棄物等の処理に係る計画を立案する際の考え方及び手順

についての解説をガイドにまとめる。この内容について紹介する。 
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1. 緒言 

原子力施設の廃止措置計画に当たっては，除

染，解体及び廃棄物等の処理に関する計画を立

案するためのエンジニアリング業務が必須とな

る。ここでは，廃止措置計画立案の参考となる

よう，各項目に関するエンジニアリングの考え

方及び手順解説の内容を紹介する。図 1 に当ガ

イドの位置付けを示す。 

2. 検討 

2-1. 除染 

廃止措置における除染の考え方について，除染対象物及び除染方法を十分に把握する必要があ

るため，各項目を細分類し，解説をまとめる。また，除染工事の着手及び完了要件について，具

体的な手順を示す。 

2-2. 解体 

廃止措置における解体の考え方について，解体対象物及び解体方法を十分に把握する必要があ

るため，各項目を細分類し，解説をまとめる。また，解体工事の着手及び完了要件について，具

体的な手順を示す。 

2-3. 廃棄物等の処理 

廃止措置における廃棄物等処理の着手及び完了要件については，運転時及び廃止措置時の排出

時期，放射性廃棄物の状態（固体，液体，気体）によって確認すべき事項が異なるため，各項目

に分類し，具体的な手順の洗い出しを行う。 

3. 結論 

廃止措置のエンジニアリングに係るガイドの策定を実施することにより，廃止措置計画立案の

際に参考となる除染，解体及び廃棄物等の処理に係る計画の考え方及び手順を示すことができる。

これにより，安全かつ合理的な廃止措置計画が立案できる。 
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図 1 当ガイドの位置付け 
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